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女性性、男性性を考える 
―インドネシアのポピュラーカルチャーにおけるジェンダーとセクシュアリティ― 

 

福 岡 ま ど か 
 

１．はじめに 

 

この論考は、インドネシアのポピュラーカルチャーにおける事例研究を通してジェン

ダーとセクシュアリティのあり方を検討し、インドネシア社会の中で形成される女性性、

男性性という概念について考察するものである。筆者は別稿において、主として「伝統

的」な物語世界の登場人物たちに見られる男性像・女性像のイメージを検討し、1960 年

代以降のインドネシアで描かれた物語のコミックにおけるその変容を考察した(福岡 

2011)。そこで扱った「伝統的」物語世界の中の男性像・女性像は必ずしも日常世界に直

接的な影響を及ぼすとは限らないものの、人々が抱く理想的なジェンダー･イメージの

形成にある程度の影響を及ぼすと考えられる。 

一方で、この論考で考察するポピュラーカルチャーの事例は、社会論争を引き起こし

たものも含めて、インドネシアの人々の日常世界を支える思想に直接的な影響をもたら

すケースが多い。ポピュラーカルチャーの表象とそれにまつわる様々な言説や論争は、

日常世界におけるジェンダーとセクシュアリティに関する規範として頻繁に発信され

また享受される。これはテレビやインターネットなどをはじめとする近年のメディアの

著しい発展とも関わる現象である。また、インドネシア社会におけるジェンダーとセク

シュアリティの問題は宗教、特にイスラームとの関わりを考慮して考察する必要もある。

様々な宗教が存在するインドネシアにおいて、国民の 9 割近くを占めるムスリム人口は

世界最多とされる。近年のポピュラーカルチャーにおけるジェンダーとセクシュアリテ

ィの問題は、多くがイスラームとの関わりの中で論争を引き起こしてきた。ポピュラー

カルチャーにおけるジェンダーやセクシュアリティの表象はしばしばイスラームにお

ける「正当性」や「敬虔さ」という観点から「モラルに反する」、「敬虔さに欠ける」と

いった評価を受けることがある。特に 2006 年に「ポルノグラフィー・ポルノアクショ

ン取締法案 Rancangan Undang-Undang Anti Pornografi dan Pornoaksi, RUU APP」の採否を

めぐって様々な論争が引き起こされたことは、セクシュアル･マイノリティの人権擁護

団体やフェミニスト団体などの活動を活性化させる契機ともなった(Clark 2008: 40)。 

1966 年以降 30 年以上の長きにわたって独裁的で中央集権的政治体制をとってきたス

ハルト時代の「新体制」下では、政治権力と結びつく可能性のあるイスラーム勢力や社

会統制を妨げる女性団体などはともに発展が困難な状況にあった。イスラーム的思想に

基づく心正しい国民の生活は奨励された一方で、政治的思想としてのイスラームは体制

維持への脅威として排除されてきた(見市 2006: 120, 倉沢 2006: 122-134)。また同様に
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共同体における婦人会のような組織は重視された一方で社会統制の秩序を脅かす力と

しての女性運動や団体組織は制限を受けてきた(スマルジャン他 2000: 100-119, 倉沢

2001: 127-153, 中谷 2007: 24-38)。一方で、人々の経済的生活は向上し教育を受ける機会

が増大したため、識字率の高まりとともに明文化された知識としてのイスラームの教義

は都市中間層をはじめとする多くの人々に共有されるようになった(見市 2004: 119-123; 

2006: 120-121, 倉沢 2006: 130-134, 佐々木 2004: 211-216)。家庭内における女性の役割が

重視される一方で、多くの女性の社会進出も見られ、ジェンダーに関する様々な興味深

い研究も行われている(Brenner 2011: 212-234, 倉沢 2006: 99-101)。スハルト体制の時代

は、宗教に関してもジェンダーに関しても表立った表現活動や社会運動を実現しにくい

時代であったが、人々は書物や教育を通してまた海外文化やメディアの中からそれらの

知識を得て蓄え、社会的モラルや宗教的敬虔さのあり方を模索していた時期であったと

言えるだろう。 

 1998 年のスハルト大統領退陣後のインドネシアでは、出版物を規制してきた法令が廃

止されたこともあり、表現や言論の法的規制は緩和された。現在まで、ポピュラーカル

チャーにおいてセクシュアル･マイノリティへの関心やジェンダー･イメージの転換へ

の意識を促すようなテーマが多く見られるようになってきた。これらはスハルト時代の

インドネシアでは表現しにくかったテーマであり、そのため全国レベルでの論争に発展

する可能性も低かったであろうと考えられるテーマである。法的な規制がなくなった一

方で、インドネシアの社会には、「社会的規制力」あるいは「政治的規制力」とも呼べ

る様々な規制力が存在することも事実である。これらは論争や反対運動を引き起こす原

動力ともなり、また時には実力行使も辞さないという深刻な状況を引き起こす場合もあ

る(1)。 

 この論考ではこうした社会状況を考慮しつつ、近年のインドネシアにおけるジェンダ

ーやセクシュアリティに関わる音楽活動と映画の事例を検討する。これらの事例の検討

を通して、現代インドネシア社会における、男性性や女性性の概念がポピュラーカルチ

ャーの中でどのように表象され、また受容されているのかを考えることがこの論考のね

らいである。 

 

２．ダンドゥット歌手イヌル・ダラティスタの上演活動とその論争 
 

 最初に取り上げる事例は、2003 年以降に論争となった女性歌手イヌル・ダラティスタ

(1979-)の音楽活動に関するものである。彼女が歌うジャンルはダンドゥット dangdut と

呼ばれる。ダンドゥットは、マレー音楽(オルケス・ムラユ)に、インド(映画)音楽、アラ

ブ音楽、ロックなどの要素を融合した形態として 1970 年代頃までに確立した(2)。この音

楽ジャンルの成立に際しては、後述する音楽家ロマ・イラマ Rhoma Irama(1947-)の功績

によるところが大きい。名称のダンドゥットは太鼓のリズムパターンの擬音(4 拍子の 4
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拍目が弱拍で次の小節の 1 拍目にアクセントがある)に由来しており、メロディーライン

や歌詞もさることながら、この音楽の最も特徴的な要素は太鼓(グンダンと呼ばれる)の

ビートのきいたリズムである。イヌルは、歌唱やルックスが取り立てて際立っていると

いうことはなく、またオリジナル曲などもなかったが、非常に特徴的なダンスを行うこ

とで知られていた。それは、「ドリル型ゴヤン」goyang ngebor という腰を激しく旋回す

るダンスである。この独特な動きはフラフープから着想を得たとされ、たしかにフラフ

ープを回す時の腰の動きを高速に激しくしたような動きである(佐々木 2004: 221)。様々

な歌を歌いながら、また前奏や間奏の部分などで太鼓のリズムとともに激しいダンスを

披露する。彼女は出身地のジャワ島東部をベースに活動していたが、2003 年にその独特

なダンスを演じてテレビに出演したことを契機として全国的な知名度を得る。また彼女

の独特なダンスを普及させた要因は、違法に作成されコピーされた多くのビデオ CD が

出回っていたことであった(佐々木 2004: 217, Heryanto 2008: 29-31 )。イヌルの歌手とし

ての人気は急上昇し、彼女は地方出身の歌手から一躍ナショナルな活躍の場に躍り出る。

しかしそれとともに彼女の「官能的な」ダンスについての賛否両論の議論が引き起こさ

れる。特に、イスラーム指導者組織である｢インドネシア・ウラマー評議会 MUI｣などの

団体がイヌルのダンスを「ポルノである」「背教である」と批判して各地でのコンサー

トを禁止したこと、またダンドゥット界の帝王であるロマ・イラマがダンドゥットとい

うジャンルを貶めたとしてイヌルを糾弾したこと、などをめぐって大衆社会に様々な論

争が引き起こされた。このイヌルの論争の経緯に関してはすでに多くの興味深い研究成

果がある(佐々木 2004, 田子内 2004, 2006, 倉沢 2006, Heryanto 2008, Weintraub 2010 )。

したがってここではその論争の詳細や経緯を辿ることはせず、主としてジェンダーとセ

クシュアリティをめぐる表象やその評価について考えてみたい。 

 

2.1.イヌルの提示した女性性 

イヌルのドリル型ゴヤンはなぜ批判されたのだろうか。イスラーム指導者組織によれ

ば、イヌルのダンスはポルノアクションであると見なされた。具体的には彼女のダンス

が腰の動きを極端に強調した官能的な動きであることと、露出度が高くまた身体に密着

した衣装も腰の動きを強調すること、それによって性的欲望が喚起されること、などが

批判の対象とされた。これに対して論争となったのは果たしてイヌルの舞踊はポルノア

クションと見なされるのか、または「官能的」であるとしてその度合いは問題になるほ

どのものなのか、という点であった(写真１：イヌルのＣＤより)。 
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イヌルが演じるゴヤンは確かに独特の動きではあるが、彼女の独自性をアピールするも

のであると同時に観客を楽しませるためのサービスでもある。筆者は現地でイヌルの上演

を直接観た経験はないが、様々な映像音響資料を収集しアクセスした結果として感じるこ

とは、彼女は多くの歌手と同様に観客を楽しませることに重点を置く上演を行ってきたと

いうことである。この点はイヌルに関する先行研究の中でも強調されてきたし、イヌル自

身もそう表明している(佐々木 2004: 221)。観客を楽しませるための上演は、全国レベルの

公演や海外公演などにおいても同様に見られるが、特にこうした要素を強く感じるのは彼

女が出身地のジャワ島の舞台で行う上演である。これらの上演は、伝統芸能の上演のやり

方と非常に似ている。上演のやり方だけでなく時にはレパートリーも共有する。ある映像

資料の中で、彼女はジャワ語を用いて観客に語りかけながら、一人の男性客を舞台上に上

がらせ自分の近くに呼び寄せてから歌い始める。そこで彼女が歌ったのは、「アノマン・

オボン」というジャワ語の歌謡で、これはジャワ島に広く流布するインドの叙事詩ラー

マーヤナの一場面を歌ったものである (http://www.youtube.com/watch?v=MwyTf6_Lawg  

2011 年 9 月 4 日最終アクセス)。通常は彼女が歌うのはダンドゥットのナンバーが多い

が、地元での上演であれば人々が親しんでいるジャワの伝統歌謡をダンドゥット風にア

レンジすることもあるようだ。そしてダンドゥット風にアレンジした伝統歌謡の合間に

激しいダンスを挿入する。この伝統歌謡のダンドゥット風アレンジと間に挿入される激

しいダンスはミスマッチな印象を与えるものの、観客は十分に楽しみ熱狂している様子

がうかがえた(3)。 

舞台上演で自らの得意技を披露して観客を楽しませ、客を舞台に上げて一緒に歌い踊

るという上演のやり方は、筆者が調査を行ってきたジャワ島西部の伝統芸能の上演でも

頻繁に見られた。踊り手(伝統舞踊の)にご祝儀を渡して一緒に舞台上で踊る、または歌

手にお金を払って自分の名前を歌ってもらうことも行われる。これらはアーティストの

側にとっては、自らの人気を保ち、芸能者として収入を得て生きていくために必要なサ

ービスである。ジャワ島西部の民俗芸能を演じる踊り手兼歌手はロンゲン ronggeng と

呼ばれ、彼女たちもしばしば上演中に観客を誘ってともに歌い踊る。以前はロンゲンが
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売春を行っていたこともあり、西ジャワでは独立後にこの芸能が禁止されたという経緯

もあった。また仮面舞踊などの伝統芸能の女性舞踊手もやはり舞台上で観客と共にタユ

バン tayuban という舞踊を踊ることが多い。これは年齢にかかわらず年配の女性舞踊手

であってもよく行う。タユバンを共に踊るというサービスのゆえに女性舞踊手の方が上

演の報酬も一般的には高額である。時にはダンドゥットの歌手が呼ばれて、伝統芸能の

上演中に歌唱を披露しつつ観客と踊ることも行われる。伝統的には楽器演奏の担い手は

男性であるが、歌手と踊り手には女性が多く存在する。女性の歌手や踊り手が舞台上で

女性性を売りにすることに対して、世間の非難や夫の反対があるケースも見られる(福岡 

2002:105)。しかし、それでも今日まで多くの女性歌手や女性舞踊家がジャワで活躍して

きた。そこには芸能上演とその担い手が持つ様々な力(芸能上演が儀礼の遂行に不可欠で

あること、芸能者がある種の霊力を持つことなど)に対する根強い指向が存在する

(Weintraub 2010: 190-192)(4)。そして芸能上演において歌手や踊り手は聴衆に様々なサー

ビスを行い、観客からのご祝儀をひねり出させながらしたたかに自らの表現活動を続け

てきた、という側面もある。 

イヌルの上演は衣装(一般的なダンドゥット歌手の衣装)に関しても、身体に密着しす

ぎている、あるいは露出度が高いなどの点で批判の対象となってきたが、このような点

においてはジャワの伝統芸能の衣装も同様の批判にさらされ得る特徴を持つ。上半身の

伝統衣装はクバヤと呼ばれる身体に密着したブラウスであるがこれはレース地などの

シースルーで通常は下着が見えることが前提である。下半身も布を巻くが、これらの衣

装は身体の線を際立たせている。こうした伝統衣装に身を包み美しく化粧をして髷を結

った女性歌手たちは、影絵や人形劇の舞台の中でも花形的な存在である。さらに舞踊の

衣装であれば、首や肩、腕の露出も頻繁に見られる。こうした身体の各部分の露出につ

いて批判的見解が見られることも時にはある。しかしすでに述べたように伝統芸能上演

のもつ様々な力に対する根強い指向もあり、現時点でこれらの衣装をつけた歌や舞踊の

上演がなくなるということはない。これはジャワ島に文化的中心として現存する宮廷に

おいてもやはり音楽や舞踊などの伝統芸能がさかんに上演されていることとも関わり

があるだろう(5)。ジャワの人々は、イスラームの教義を受け入れつつも、豊かに開花し

てきた芸能上演のエネルギーを育んでいく過程の中でこうした教義と折り合いをつけ

ながら共存を続けてきた。 

このように明文化された社会的モラルや宗教的敬虔さに厳密に照らし合わせてみる

と、それらに反すると解釈され得るような多くの事柄は、実際に地域社会における芸能

上演の中で許容されてきた。 

イヌルが上演の中で提示した彼女のダンスというのは、少なくとも論争となる 2003

年まではこうしたコンテクストの中から生まれた彼女なりの工夫であると、とらえられ

る。彼女は奇抜で人々の目を釘付けにするような振り付けを考案して上演の中で観客に

サービスしてきた。このような「田舎の」ステージでの上演がナショナルな場に躍り出
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たときに、彼女の提示する女性性は様々なモラルのもとに評価され非難を浴びることと

なった。田子内は、1998 年の民主化以降首都のジャカルタにおいて洗練度の高いパフォ

ーマンスが行われダンスも少なくなる一方で地方のステージでは露出度の高いセクシ

ーなダンスのパフォーマンスが行われ両者の間のギャップは拡大していたと指摘する

(田子内 2006: 175)。イヌルの女性性が熱狂的な人気を得たことも、また一方で激しい批

判にさらされたことも、こうしたギャップが深まりつつあった状況を体現している。 

ではナショナルな場において好ましく歓迎される女性性とはどのようなものなのだ

ろうか？ポピュラー音楽の研究書の中でヘルヤントは、イヌルと対置されるアーティス

トとしてマレーシアの女性歌手シティ・ヌルハリザ(1979-)を挙げている(Heryanto 2008: 

27)。(6) 彼女が歌うのはムラユ歌謡と呼ばれるマレー歌謡に基づくポップスでありダンド

ゥットではないが、マレー歌謡がダンドゥットの母体でもあるという点で引き合いに出

されることが多い。マレーのポップと(地方の)ダンドゥットというジャンルの違いがそ

のまま、「洗練された」音楽と「田舎の土着の」音楽との対比を体現するという側面も

ある。また、歌唱とダンスという対比も見られる。 

シティ・ヌルハリザは抜群の歌唱力で 17 才の時にデビューを果たして以来、マレー

シアを代表する歌手として、国内のみならずインドネシアをはじめヨーロッパなどの海

外でも精力的に演奏活動を続けてきた。インドネシアでは現在まで高い人気を誇ってい

る。高い歌唱力と洗練されたサウンドの追及など、音楽的なレベルでもナショナルな水

準はもとより国際的水準をクリアする歌手である。ロンドンのロイヤル･アルバートホ

ールで行われたコンサートでは、大オーケストラをバック(ロンドン･ロイヤルシンフォ

ニー楽団 指揮はインドネシア・ポップ・オーケストラの巨匠アルウィン・グタワ)にポ

ピュラーソングを朗々と歌い上げる。その一方で近年はマレーの伝統的なジャンルにも

力を入れており、伝統舞踊団との共演でザピンなどのイスラーム舞踊の曲も歌いこなす。

マレーシアの政府観光局のテーマソングも歌う代表的歌手であり、美しさと清楚さ、洗

練度と知性、高い歌唱力を兼ね備えた彼女は、様々な面でイヌルと対照的存在として位

置づけられる(Heryanto 2008: 27)。(写真２：シティのＣＤより) 
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歌唱力をフィーチャーするシティの上演とパワフルなダンスをフィーチャーするイ

ヌルの上演は対照的である。シティが体現するのは「美しい女性歌手」の理想の女性性

であるのに対して、イヌルが激しいダンスを通して提示してきた女性性は「荒削りなエ

ネルギー」、「低俗な官能性」、「奇想天外な創造性」といった要素に支えられている。こ

れらの要素は現地では決してネガティブな要素ではない。実際に地方での上演のみなら

ず多くの大衆社会において熱狂的に歓迎された要素であった。しかしナショナルな評価

や言説の場では非難の対象となる要素を多く含んでいた。地方のステージ上演というコ

ンテクストで提示された「女性性」がナショナルなレベルでの社会的モラルや宗教的敬

虔さに抵触する「ポルノ」や「背教」と解釈されたことが、この論争の特徴である。 

 

2.2.ダンドゥットにおける理想的男性像としてのロマ・イラマ 

 イヌルの上演は、ダンドゥット界の帝王でありダンドゥットの創始者とされるロマ・

イラマによっても批判された。その批判の内容は、「ダンドゥットというジャンルを貶

めた」、「人々のモラルを破壊した」などであった。この批判は、フェミニストたちをは

じめとする多くの人々の反感を買うことになった。この部分の論争の経緯についてもす

でにいくつかの研究書において分析されている(佐々木 2004, Heryanto 2008, Weintraub 

2010)。これらの論争は、「ナショナルなレベルで受け入れられた正統派ダンドゥット」

と「地方で演じられる亜流で低俗なダンドゥット」、「男性中心主義」とそれに反発する

「女性運動」などの対立的な図式でとらえることが可能であろう。 

ここでは特に、ダンドゥットという音楽ジャンルをめぐる男性性と女性性の問題を考

えてみたい。仮に社会的宗教的モラルという要素を抜きにしても、ダンドゥットという

音楽ジャンルは少なくともロマ・イラマにとって男性性規範が優位のジャンルであると

考えられる。現在ではダンドゥット歌手と言えば圧倒的に女性が多数であるし、ロマ自

身もエルフィ・スカエシをはじめとする女性歌手としばしばデュエットを行った。しか

しロマはダンドゥットというジャンルを通して自らを「理想の男性像」としてアピール

してきた(現在もしている)。そうすることを通して、彼はこの音楽ジャンルをナショナ

ルなレベルで受け入れられる音楽として洗練させていった。ロマはイヌルの上演におけ

る女性性の過度の提示を非難したが、それは彼が自らの男性性を提示することでダンド

ゥットのイメージ向上に情熱を注いできたからだととらえることもできる。ここではロ

マがダンドゥットというジャンルの成立を通していかに自らを理想的男性像としてア

ピールしてきたのか、という点を考えてみたい。 

 1947 年生まれのロマ・イラマは西ジャワ音楽や西洋音楽を含む多くの音楽を経験した

後、1960 年代の終わり頃から汎インドネシア的な新しい音楽表現の模索をはじめ、1970

年代にダンドゥットというジャンルを定着させた(マニュエル 1992: 476-477)。太鼓のビ

ートのきいた彼の音楽は都市部を中心に多くの人々の人気を得るようになった。 

 ロマの功績は、海外のジャンルを輸入しただけではなく、それらを基に民族独自のジ
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ャンルを成立させたことであろう。彼はマレー音楽(オルケス・ムラユ)をベースにしつ

つ、インド映画音楽やアラブ音楽、また当時流行していたロックの音楽様式を融合し、

それに伴って独自の楽器編成を創り出した。現在まで「ダンドゥット」と呼ばれる音楽

ジャンルの定義は明確ではない部分もあるが、少なくとも竹笛スリンや太鼓グンダンを

用いる点は特徴的な要素と見なされる(7)。ダンドゥットにおけるグンダンのリズムは重

要な要素であり、この音楽は本来「踊る」ための音楽として位置づけられてきた。ロマ

自身も上演に際して様々な振り付けをつけて演じることが多かった。またコンサートな

どの聴衆も聴くだけでなくダンドゥットに合わせて激しく踊ることが普通である。 
 独自のサウンドと楽器編成を成立させたロマは、サウンドに加えて自作の歌詞を通し

て様々なメッセージを聴衆に送ってきた。この点ではロマの歌声が持つ魅力も大きかっ

た。創作当時の主たる聴衆であった都市の労働者階級の若者(彼らも男性であった)に対

して、深い共感を寄せつつモラルの大切さや正しい生き方を説く。これらの例としては

賭博や夜更かしを戒める「賭博 Judi」、「夜更かし Begadang Ⅰ」、また若者たちを励ます

「夜更かしⅡ」などがある。 ロマのレパートリーの中には、「リラックス Santai」、「朝

まで(踊ろう) Sampai pagi」に見られるように明確な社会的メッセージ性を持たないもの

もあり、またラブソングもある(8)。だがやはり特徴的なのは多くの歌にメッセージ性を

持たせたことであろう。彼は若い男性労働者たちをターゲットとして、自らを手本とし

て提示しつつ、いつか苦労が報われ幸福な人生を手にすることができると励ます。歌を

通してメッセージを伝えるだけでなく、自作自演の映画を通しても苦労を経てスターダ

ムを達成する男の姿を提示した。その頂点とも言えるのが 1980 年の主演映画「闘いと

祈り Perjuangan dan Do’a」である。 

さらに実生活の生き方においても、自分自身をモデルとして提示しながらスターの座

を獲得した。彼の初期のファッションはロック歌手から影響を受けたものが多かった

(写真３：ロマのＣＤより)。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

ロマが上半身を露出してギターを抱え熱唱する姿は男性の「たくましさ」や「困難を

乗り越える原動力」の象徴であり、若者たちの理想像となった。労働者階級の若者たち
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は彼のファッションを摸倣し、振り付けを真似て彼の歌を口ずさみ、週末にはカセット

に合わせて路上で踊り、そして彼の映画を観てコンサートで熱狂した(Frederik 1982, 岡

本 2011: 48 )。こうした社会現象ともなったダンドゥットのアイドルとしてロマは君臨

してきた。これは、開発が進む当時(60 年代後半-80 年代)のインドネシア社会の中で都

市の労働者の若い男性をターゲットとして、彼が自らの男性性をダンドゥットという音

楽ジャンルを通して商品化したプロセスと捉えることができるだろう。 

ロマは政治や社会を批判することも行った。1978 年にはサウジアラビアのメッカへ巡

礼を果たしハッジの称号を得て、信仰や祈りの重要性も説くようになる(前述の「闘いと

祈り」、「新聞とコーラン Koran dan Qur’an」など)。ファッションも次第にイスラーム・

ファッションへと変化し、信仰の大切さを説く「歌う伝道師」へと変貌する。ただしロ

マの社会批判や宗教重視の姿勢は彼自身のスタイルであって、こうした路線は後進の歌

手たちには引き継がれることはなく、音楽ジャンルのみが広がっていった側面もある。 

 80 年代を頂点として、ダンドゥットの人気の方向性には変化が見られるようになって

きた。それはロマが政治の世界に参入し、イスラーム政党であった開発統一党から与党

ゴルカルへ寝返ったことで人々の失望をかったという理由もあった(マニュエル 1992: 

477)。1992 年に「インドネシア・マレー音楽家協会 PAMMI」の会長となったロマは、

与党ゴルカルに急接近してダンドゥットのイメージ･アップに取り組んだ(田子内 2006: 

174-1755)。彼はその後も様々な作品を創りながら「低俗な、田舎の」ダンドゥットのイ

メージを払拭し、ナショナルなレベルの音楽として発展させていく。近年は、従来のレ

パートリーを新たなアレンジでリバイバルすることにも力を注ぎ、また息子であるリ

ド・ロマが斬新なサウンドでロマのオリジナル曲を多く発表している。ロマ自身も精力

的に活動を続け、2010 年のアルバムにおけるプロモーション映像では、「イスラーム的

男性性の理想像」とも言えるイスラーム服で白馬にまたがる姿を提示しつつ、オリジナ

ル曲 AZZA を披露する(写真４：ロマのＣＤ AZZA より)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このようにロマ・イラマは自らを理想的男性像として提示しながらダンドゥットとい

う音楽を基本的に男性性優位のジャンルとして築いた。イヌルに対する批判は自ら築き

上げた男性性の象徴としてのダンドゥットが、商品化された女性性によって貶められる
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ことに対する彼の反発であったととらえられる。こうした状況は、南田が男性性優位の

ロックにおける女性ミュージシャン成立の難しさを指摘していることとも共通する(南

田 2009: 272)。実際には現在までダンドゥットの歌手は圧倒的に女性が多い。ロマとコ

ンビを組んだエルフィ・スカエシは「ダンドゥットの女王」とされたインドネシアを代

表する歌姫である(Weintraub 2010: 123-131)。またイヌル以前にも悩殺系の官能的パフォ

ーマンスを行うチュチュット・チャハヤティのような女性歌手は存在していた。1992 年

以降ロマは PAMMI の会長として度を越したセクシーなパフォーマンスを規制すること

も行っていた。2003 年の批判の直接的契機となったのは、イヌルがロマの王座を脅かす

ほどの知名度を得たこと、またそれによってダンドゥットという音楽ジャンル自体が世

論の評価にさらされたことであったと考えられる。 

イヌルに対する糾弾を通してロマは世間の目を再びダンドゥットという音楽ジャン

ルへ向けさせた。社会的批判を受けることにもつながったものの、ロマにとってはダン

ドゥットの王者としての自己を世間に再びアピールすることにもなった。こうした点か

らも、王者として君臨し続けるロマ・イラマの「たくましさ」を見ることができる。 

 

2.3.考察：地方のステージ上演とナショナルな言説における女性性 

 イヌルの事例はインドネシア社会の文化状況をめぐる興味深いトピックを多く提供

する。ヘルヤントはこの事例が体現するトピックとして、地方と中央、ジャワ文化とイ

スラーム、上流階級と下層階級、男性中心社会における女性運動、情報格差などの諸点

を挙げている(Heryanto 2008: 15-31)。ここではこれらのテーマをふまえた上で、特に女

性性の表象という問題に焦点を当ててみたい。 

スーザン・マクレアリは、著書『フェミニン・エンディング』の中で、マドンナのダ

ンスを取り上げて以下のような点を分析する(番号は便宜上筆者が付した)。(1)ダンスと

いうのは肉体的動作と最も密に関連するジャンルである。(2)肉体的な要素に訴える限り

ダンスはしばしばとるに足らないジャンルとされ、同時に人々の心を惑わせて性的なイ

メージを喚起させるものとして捉えられる。(3)その力には常に(社会における)不安なま

なざしが注がれる(マクレアリ 1997: 234)。こうした前提に基づきマクレアリはマドンナ

の芸術活動を以下のように分析する。(1)カリスマ的上演は、そのジャンルの売り込みや

宣伝に決定的な力を持つ。(2)マドンナはそうしたカリスマ的上演を通して性的な力や欲

望を演出して聴衆の反応を操作した。(3)すなわち彼女の業績は女性性を売りにする性的

商品としての偽善を表面化して問題化したことである(マクレアリ 1997: 231-234)。南田

もまた、ロックという男性性規範が優位のジャンルにおいて女性の性的な振る舞いを過

激に描写することを通して自らの女性性を記号的に裏返した形で提示したアーティス

トとしてマドンナを位置づける(南田 2009: 272)。 

 このように、官能的なダンスが女性性を売りにして性的欲望を喚起させるという点に

おいては、イヌルの事例もマドンナの事例と共通点を持っている。だがマドンナが意識
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的かつ戦略的に記号としての女性性を提示してきたのに対して、イヌルの事例はそうで

はなかった。少なくとも 2003 年の論争以前には、イヌル本人は地方での上演という枠

組みの中で人々を楽しませるためにダンスを実践していた。その上演はナショナルなレ

ベルでの議論の俎上に乗せられたことを契機として女性性を売りにする性的商品とし

て批判され、それを擁護するフェミニストたちの反発を引き起こした。ヘルヤントは、

イヌルの従来の上演実践を典型的「サバルタン」の活動として捉えている(Heryanto 2008: 

15-31)。イヌルの事例は、サバルタンの上演活動が突如として「ナショナルな」議論の

場に浮上した時に起こる社会の動揺を体現する。イヌル騒動に関する論考の中で佐々木

はこの状況を「戸惑い」の時代に起こった論争として位置づける(佐々木 2004)。イヌル

が売りにしていた女性性は地方のステージでは許容され歓迎される女性性であった。一

方でナショナルな言説の場では、「背教」「ポルノ」などのレッテルを貼られ、社会的・

宗教的モラルに反する女性性として位置づけられた。官能的なダンスを楽しみとして享

受する地方における上演は、ナショナルな場では一転して「信仰心の欠如」や「性的商

品の存在の是非」、「女性性とポルノアクション」といった批判を受け、多くの論争を引

き起こした。この論争の背後には地方芸能上演の後進性や宗教的敬虔さの欠如を批判す

る眼差しとともにそこで提示される女性性の後進性に対する批判的見解が存在する。ポ

ピュラーカルチャーを含む上演芸術をめぐって、インドネシアという国が抱える格差や

ヘゲモニー関係がこの論争の中に体現されてきたと言えるだろう(9)。 

 
３．インドネシア映画に見られるジェンダーとセクシュアリティ 

 

 第２の事例は、映画に関するものである。ここではゲイとホモフォビアの闘いを描い

たコメディ映画「マダムＸ」(2010 年)を対象とする。すでに述べたようにスハルト退陣

以降のインドネシアではメディアの出版規制に関する法令が緩和されたため、セクシュ

アル・マイノリティに関するテーマを含めてジェンダーやセクシュアリティを取り扱う

作品が増えてきている。 

たとえば 2003 年に発表された「アリサン arisan ! 」は、インドネシア映画の中では珍

しくゲイの青年を主人公としている。監督のニア・ディナタは、2002 年アジア太平洋映

画祭で「最優秀新人映画監督賞」を受賞した広告業界出身の女性監督である。「アリサ

ン！」は彼女の 2 作目の長編映画で、インドネシア映画史上初めてゲイというテーマに

正面から取り組んでいる。 

この作品は、主人公の青年がゲイであることを隠し抑圧された日常生活を送りながら

最終的にカミングアウトするまでの過程を、友人たちの人間関係を絡めつつ描いたもの

である。ゲイというテーマを扱っただけでなく都市の裕福な青年男女の日常生活のあり

方や社交生活を通して人間関係の悩みを描いたという点でも新しさを持つ映画である。

タイトルのアリサンは、インドネシアの各地に見られる頼母子講を意味する。本来の社
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会的機能としては、就学費用や家屋の修繕などの一時的な出費を親族や近隣組織などで

支えあうとともに、社会的連帯を強めるための集まりである。だがこの映画の中では都

市の裕福な青年男女の社交を兼ねた贅沢な昼食会として位置づけられている(上野 

2006: 180)。経済的な問題を持たずとも、不妊や離婚などの様々な問題を抱えて生きてい

く都市の裕福な上層階級の姿は、従来のインドネシア映画の主要なテーマであった貧困

問題、宗教問題、民族闘争などとは一線を画すものである。そしてゲイというテーマに

向き合ったという点で恋愛をテーマにした従来の現代映画の中にあっても異色の作品

として位置づけられる(10)。 

2010 年 9 月にはインドネシアの各都市を会場として、レズビアン、ゲイ、バイセクシ

ュアル、トランスセクシュアル(LGBT)に関する映画祭 Q! Film Festival が開催され、世

界最大のムスリム人口を擁する国が開催地となったことで注目された。このことからも

ゲイをはじめとするセクシュアル・マイノリティというテーマに関する国内での関心の

高まりを知ることができる。一方でこの映画祭の一部の会場では、「インドネシア・ウ

ラマー評議会 MUI」などから中止の要請が起こり、国内におけるイスラーム団体からの

セクシュアル・マイノリティに対する強い反発やそれをめぐる論争も見ることができる

(http://www.voanews.com/Indonesian/news/MUI-Desak-Pemerintah-Tutup-Festival-Film-Gay  

2010 年 10 月 1 日(金)「ウラマー評議会が政府にゲイ映画祭の中止を要請 MUI Desak 

Pemerintah Tutup Festival Film Gay」より 最終アクセス日:2011 年 9 月 2 日 )。 

 以上のような社会背景をふまえた上で、この論考ではニア・ディナタがプロデューサ

ーをつとめ、若手男性監督ラッキー・クスワンディが手がけた 2010 年公開のコメディ

映画「マダムＸ」を取り上げて、ジェンダーとセクシュアリティの問題について考えて

みたい。 

 

3.1.映画「マダム X」：ストーリー 

 舞台となる国はインドネシアとは語られない。「ある架空の国」の物語とされている。

暗い空のもと、カンジェン・バダイ(嵐の男、の意)という一人の男がこの国を手中にい

れるべく野望を抱いている。彼は 3 人の妻を持つたくましい男である。その理想はすべ

てのモラルに反する行為、ホモセクシュアリティ、トランスジェンダー、女装などを一

掃することであった。彼は武装集団 BOGEM を組織してこうしたセクシュアル・マイ

ノリティを襲撃していた。「ある国」の首都は彼らの手が及び、すでに占拠されつつあ

った。 

 物語の主人公アダムは、知り合いの経営するヘア･サロンで働く一人の女装の青年で

ある。映画は彼の誕生日から始まる。サロンを訪れた謎めいた夫人によって、アダムは

ある舞踊で命を落とすだろうと予言される(これはカンジェン・バダイの妻の一人が彼の

力を阻止するために行った予言である)。その夜、ゲイの友人たちがクラブで誕生祝をし

ているところへカンジェン・バダイ率いる BOGEM 一団が乱入し、アダムと友人たちを
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トラックに乗せてさらっていく。 

 トラックから投げ出され道端に倒れたアダムは、舞踊団を率いるルディとヤンチェの

ゲイ夫妻に拾われる。アダムが拾われたのは海岸のある地方の静かな村という設定であ

る(実際のロケ地は中部ジャワのジョグジャカルタ)。この 2 人がアダムを舞踊団の一員

として訓練しつつ、彼にセクシュアル・マイノリティの権利を擁護する使命を与え、「マ

ダムＸ」というスーパー･ヒーローに変身させていく。ゲイ夫妻の真の目的は、舞踊団

を経営しつつ、この国で起こる人権に関わる事件を解決していくことであった。彼らは

最新の設備と武器、変身用の衣装を用意して、BOGEM に立ち向かうスーパーヒーロー

の候補者が現れるのを待ち望んでいた。 

ここで用いられるレンゴック(lenggok 語義は「くねらせる、しなをつくる」の意)とい

う架空の舞踊は、インドネシアの伝統的な武術舞踊シラットをもとにしつつ、セクシー

で目を奪う独特な動きが盛り込まれており、また化粧技術の習得も重視される舞踊であ

る(11)。この独特な舞踊は、護身術舞踊の動きだけではなく時には視線や息遣いだけでも

相手を倒すことができる不思議な舞踊として描かれる。BOGEM の影響は地方の海岸の

村にも徐々に及びつつあり、舞踊団の女性メンバーたちが海外での就労をよそおった不

正な監禁の犠牲となる経緯も描かれ、アダムは彼女たちの救出に向かうこととなる。 

 一方で、アダムの少年時代が回想的な挿入場面として 3 部構成で描かれる。主人公の

初恋の相手である親友ハルムは、父親に少年同士の関係を厳しく罰せられ、それをトラ

ウマとして生きている。父親が罰としてハルムの胸に刻んだＸ型の刀の傷跡がここでの

重要なシンボルとなる。この親友で初恋の相手ハルムこそが、後の日のホモフォビアの

政治家カンジェン・バダイである。 

 アダムは舞踊団の女性メンバーを救出するために、海岸の村から首都へ向かう。そこ

で以前働いていた美容サロンの友人の妹に再会し彼女の協力を得る。バイクに乗り革製

のスーツを身につけたスーパーヒーローとして友人たちの救出に向かう。友人たちを救

出したのちカンジェン・バダイの 3 人の妻たちと対決する。3 人の妻たちは、一人は歌

声を武器とする伝説のオペラ歌手、もう一人は第６感の占い師、3 人目は美貌で男を惑

わす謎のアーティストという設定になっている。様々な戦いを交わしながらも最終的に

は 3 人の妻たちはアダムが投げた高級ブランドのハンドバッグを追って身投げしてしま

う。 

妻たちをたおしたアダムは、最終シーンでカンジェン・バダイと対峙する。戦いの途

中でアダムは相手の胸に刻まれたＸ型の傷跡を見つけ、相手が幼なじみで初恋の相手で

あることに気づく。助けようとするアダムの手を振り切ってカンジェン・バダイは自ら

身を投げる。 

 インドネシア人ジャーナリストのライラ・クドリは、この作品の批評の中で、悪役の

描き方(個性的な 3 人の妻たち)と、ヒーローの描き方の巧みさを挙げている。特に、主

人公が暗い過去を抱えつつ、苦しい経験を経て自らの使命を希求するに至るというプロ
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セスと、少年時代の出来事の挿入方法について評価する批評をおこなっている(Chudori 

2010  テンポ誌オンライン 2010 年 9 月 27 日 Perkenalkan : Madame Amink !: 最終アクセ

ス 2011 年 7 月 14 日)。この指摘の通り、主人公が隠遁者と修行を行ってなんらかの芸や

技を究め新たな力を持って再び敵と対峙して相手を倒す、というストーリーのパターン

は伝統的な物語世界でも常套的なパターンである。 

護身術舞踊をもとに独特の振り付けを行った舞踊を用いた点や、人々の共感を呼ぶス

トーリー構成を行ったという点も、多くのインドネシアの人々に受け入れられた要因と

なったようだ。(写真６ Madame X  DVD カヴァーイラスト) 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.インドネシア社会におけるゲイの位置づけ 

 この映画で取り上げられている主人公の青年は、インドネシアではバンチ banci ある

いはワリア waria と呼ばれるカテゴリーに属する。映画の中でバンチはゲイと同じカテ

ゴリーとして位置づけられているが、本来バンチやワリアは厳密にはゲイと同義ではな

い。バンチやワリアというカテゴリーは、外見、職業、日常行動などは規定するものの、

性的指向(たとえば同性愛者である)までは規定していない(Oetomo 1996: 261)。多くの場

合、バンチやワリアは性的不能者というレッテルも貼られてきた。前述の「アリサン！」

に登場するゲイの青年は、外見上は普通の男性と変わらないため、カミングアウトをし

なければゲイ(同性愛者)であるかどうかは周囲の人にわかることはない。一方で、「マダ

ム X」に登場する主人公の青年アダムは、女装者でありサロンで美容師として働き、夜

にはクラブで男性たちを誘惑する典型的なバンチの外見と行動パターンを持つ。ウトモ

はバンチの典型的な特徴として女装と女性的なしぐさや行動パターン、また職業の傾向

などを挙げている。それによるとサロンの美容師、踊り手や歌い手などが代表的職業と

される。化粧や料理、裁縫や刺繍が得意であるというのも特徴とされる(Oetomo 1996: 
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262)。 

バンチやワリアは都市部の公園や市場などに見られ、その多くはタンバリンなどの楽

器を鳴らしながら歌を歌ったり夕暮れに男性客を誘ったりする。一方で、村落部にも伝

統的に女装の歌い手や踊り手が登場する伝統芸能が多く見られる。こうした職業的芸術

家は日常生活においてバンチである場合もそうでない場合もある。いずれにしてもその

性的指向(同性愛者であるかどうか)についてはあまり社会的に問題化されてこなかった。 

「男らしさ」に欠けるバンチやワリアに対して「なさけない、あわれな存在」あるい

は「小心者である」というような社会的マイナスイメージを与える傾向は従来も存在し

ていたと考えられるが、彼らのライフスタイルや性的指向に対して深刻な批判がなされ、

時には彼らに対する実力行使も辞さないという現象は、近年のインドネシア社会で顕著

に見られる現象である。こうした状況をブルストーフは「政治的ホモフォビア political 

homophobia」と呼ぶ(Boelstorff 2004: 470)。ブルストーフの研究では、1999 年以降に同性

愛者の男性に向けて起こった一連の攻撃行動などが取り上げられている。 

こうしたホモフォビアの活動は、都市部を中心にイスラーム主義者の運動が活性化し

たこととも関係している。服装倒錯者であることや同性愛者であることは、不信心・不

道徳・反イスラーム的な生き方として捉えられる。2006 年に「ポルノグラフィーならび

にポルノアクション取締法」をめぐる運動が活性化した際にも、都市におけるイスラー

ム主義者たちのデモなどが行われ、人権団体やゲイの活動家、売春宿などが攻撃を受け

た。この他にはギャンブル場や断食中に営業を続けるレストランなども攻撃の対象とな

り、前述のイヌルの上演もこの時点で再び非難の対象とされた。さらに Playboy 誌のイ

ンドネシア版の出版をめぐっても論争が起こった( Clark 2008: 40, Heryanto 2008: 18)。 

だが「政治的ホモフォビア」の思想的源泉が必ずしもイスラームであるわけではない

(Boelstorff 2004: 473-474)。この映画の中でも、ホモフォビアの思想体系としてイスラー

ムが言及されることはなく、礼拝やコーランの朗唱などのイスラーム的行為の実践が明

示されることもない。いずれにしても武装集団 BOGEM によるゲイのクラブの襲撃やホ

モフォビアの政治家の存在は、現在のインドネシアにおいて服装倒錯者や同性愛者に対

する強い非難や攻撃が見られる状況を想起させるものである。 

 

3.3.「男らしさ」の象徴としてのカンジェン･バダイ 

 この映画に登場するカンジェン・バダイ(嵐の男)は、バンチの主人公に対比される「理

想の」男性の象徴として描かれる。ホモフォビアの政治家である彼が 3 人の妻を持つポ

リガミー(一夫多妻制)の体現者であるということも重要である。ポリガミーはインドネ

シアにおいて現在まで様々な社会論争を引き起こしている問題である。現在のインドネ

シアでは公然と複数の妻を持つ男性は多くはないものの存在する。ポリガミーは伝統的

イスラームの価値観の中でも許容されている。複数の妻を養うことができるということ

は、男性にとっては経済力を持つことの証であるという側面もある。これはインドネシ
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ア社会の中で許容され正当化されてきた「男性性」の一要素である。一方で現在では、

女性に対する差別としてポリガミーに関する批判的な多くの見解が存在する。 

この映画のプロデューサーであるニア・ディナタは 2006 年の監督作品「愛を分け合

って Berbagi Suami(字義通りの意味は夫をシェアする)」の中でポリガミーという問題を

扱ったことでも知られている。また 2004 年には Habiburrahman El Shirazy によって「愛

の章句 Ayat-ayat cinta」と題する小説が書かれた。ここでもポリガミーの問題が取り上げ

られ、2008 年に公開された同名の映画が社会的な反響を呼んだという出来事もあった

(Brenner 2011: 223-229, Heryanto 2011: 70-77)。これらの作品は必ずしもポリガミーを批判

する内容ではないが、作品を通じてポリガミーについて考えさせる機会を提供している。

どちらも大きな反響を呼んだという点ではインドネシア社会においてこの問題に対す

る関心が高まっていることを表しているだろう。 

こうした社会状況を考慮すれば、「マダムＸ」に登場するポリガミーの政治家は「パ

ロディー化された理想の男性像」を体現していると言えるだろう。自らは、同性愛者や

服装倒錯者を非難するこの男性が社会的論争の的でもあるポリガミーという制度に甘

んじている、という設定は興味深いものである。こうした設定は、同性愛者に対する暴

力事件などと同様に、インドネシアの人々にとっては現在の社会におけるポリガミーを

めぐる様々な論争を想起させる描き方であるだろう。この役を演じるのは、インドネシ

アのドラマで人気を博した俳優で歌手のマルセル・シアハンである。たくましい肉体を

誇示しつつ、武道で鍛えた戦いの技を披露するマルセルは「理想の」男性性を体現して

いると言えるだろう。 

 

3.4.考察：「抑圧される存在」から「闘う存在」へ 

 一方で人気コメディ俳優アミンク演じる主人公アダムは、物語のはじめの部分では従

来の理想の男性像とはかけ離れた「抑圧された存在」として描かれる。サロンの美容師

としてのつましい暮らしの中で男性たちを誘惑することに甘んじてきた女装の青年は、

自らの存在意義を社会にカミングアウトすることを考えてはいない。首都で武装集団 

BOGEM を率いてゲイの青年たちを拉致したカンジェン・バダイは、アダムとゲイの友

人たちに対して次のような台詞を言う。「おまえたちは社会のゴミだ。このままでは役

に立たないがリサイクルつまり改心すれば役に立つだろう。ただちに、悔い改めゲイを

止めるかさもなくば死かを選択しろ」。この台詞には、ゲイに対するホモフォビアの根

強い差別が表されている。 

その後アダムを助けようとした親友がトラックから突き落とされ命を落としてしま

う。この事件に心を痛めつつもアダムは危険な状況の首都に戻る気になれず、レンゴッ

ク舞踊団に拾われた後も仲間を助けるという自らの使命を受け入れられず躊躇する。厳

しい舞踊の訓練にも最初はなじめない。次第に舞踊団のメンバーたちに心を開き舞踊の

訓練に励むようになり優秀な踊り手として成長する。しかしその後も、ルディとヤンチ
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ェ夫妻の真の目的を知り人権擁護のヒーローとして戦うように説得された際にその要

請を受け入れることができない。 

ある晩、舞踊団の上演会に BOGEM の一団が乱入し、舞台に火をつけて上演を妨害す

る。この時初めてアダムは自らの使命に目覚め、衣装を着けて舞踊団を助けようとする。

その姿を喜びつつもゲイ夫妻の一人ヤンチェはこの事件で命を落とす。その死を嘆くル

ディの姿を見たアダムはようやく自らの使命を認識するに至る。さらに BOGEM の一団

によって不法に監禁された舞踊団の女性メンバーたちを助けるためにアダムは決意し

て立ち上がる。彼は、物語の終盤で革製のスーツとブーツに身を包みブロンドの長髪を

なびかせてオートバイをとばし、レンゴック舞踊を究め相手を次々と倒していく「闘う

ゲイ」へと変身する(12)。ヘア･スプレーやドライヤー、ヘアピンなどの美容用品をかた

どった様々な最新の武器を用いてコミカルに戦う点も独特である。 

 この映画は終始コメディという手法をとりつつも、現代インドネシア社会における深

刻なテーマの一つであるゲイと「政治的ホモフォビア」の闘争を描いている。ストーリ

ーを通して、主人公の位置づけが「抑圧された存在」から「闘う存在」へと変化してい

くプロセスがこの映画の興味深い点である。その転換の媒介としてレンゴック舞踊とい

う架空の舞踊を用いたことも独特な点である。インドネシアにおける護身術舞踊が技術

のみならず精神的修行を重んじるジャンルであり精神力や超自然力の象徴として位置

づけられていることからも、主人公の強さの秘訣として舞踊の習得が必要とされたこと

は納得のいく展開である。また先に述べたようにダンサーはバンチの典型的な職業であ

るという点からも、舞踊の技を究めた「闘うゲイ」が誕生するプロセスは興味深い。ダ

ンサーがバンチの典型的職業であるという一般認識は、男性性に欠けるバンチの特性を

規定するステレオタイプである。主人公が舞踊の技(身体をくねらせる舞踊)を究めてセ

クシュアル・マイノリティの人権擁護のために闘争するという設定は、こうしたステレ

オタイプを攪乱することにもつながるだろう。 

 
４．まとめ 

 

 以上、ポピュラー音楽におけるダンスと映画のテーマという２つの事例を通して男性

性・女性性の表象とそれをめぐる論争について考察してきた。ポピュラーカルチャーに

おいて見られるジェンダーやセクシュアリティは、着衣を通した身体表象、パフォーマ

ンスを通した身体表現、ライフスタイル、日常的行為、性的指向などの諸点において、

人々の日常生活の規範や思想に影響を与えている。そしてまた多くのムスリム人口を擁

するインドネシアにおいては、イスラームの教義との関連でもしばしばそれらの表象や

表現活動の是非をめぐる論争が引き起こされる。 

スハルト退陣後のインドネシアではジェンダーやセクシュアリティに焦点を当てた

表現活動や作品は増えつつあり、それに関する論争も多く見られる。こうした状況の背
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景には、国内におけるメディア出版の法的規制緩和だけではなく情報のグローバル化と

いう状況もあるだろう。世界各地でのメディア表現に容易に触れることが可能となり、

欧米をはじめとする海外の文化的影響も大きくなっている。それに伴い、ポピュラーカ

ルチャーにおいても様々な新しいテーマの探求が見られる。ジェンダーやセクシュアリ

ティの概念に関しても、海外文化の影響が見られる。この論考で取り上げたイヌルのダ

ンスに関する論争の中でも、インド映画をはじめとする海外のメディア表象に見られる

官能的表現などが引き合いに出されることがあった。またゲイをテーマとする映画は、

伝統的に存在していた女装者をクローズアップしたというだけでなく、欧米経由のセク

シュアル･マイノリティの社会運動の影響も強く見られる。またこの論考では取り上げ

なかったが、女性の貞操概念や望ましい結婚のあり方などに関しても海外文化の影響が

見られる。 

 ジェンダーやセクシュアリティに関する表現が活発化する一方で、社会的・政治的規

制力が台頭し多くの批判が引き起こされまた実力行使を伴う事件に発展することもあ

る。情報のグローバル化は宗教に関しても同様に起こっており、世界各地での思想や信

仰、それをめぐる論争や事件を知ることも容易になった。インドネシアにおいて、ジェ

ンダーやセクシュアリティをめぐる表象や表現活動がイスラームの宗教団体などの抗

議を受けたり政治的規制力の対象となる背景には、こうした様々な情報が混在する現代

社会の状況がある。 

 これに加えてインドネシア国内でもメディアを通したイスラームの流行現象が見ら

れる。見市は、日常生活におけるイスラーム化の反映として、またドラマなどでは世論

の批判をかわすための製作者のねらいとして、さらにはイスラーム的な現代人のモデル

の提示として、様々なイスラーム的行為がメディア上で提示されることを指摘する(見市 

2006: 122-123)。ジェンダーやセクシュアリティの表現の多様化とイスラームの立場から

の批判との均衡関係は、こうした背景をもつインドネシア社会におけるポピュラーカル

チャーを考察する上で重要なテーマの一つとなり得るだろう。 

その一方でジェンダーやセクシュアリティ表現に対して誤った見解や都合の良い解

釈がなされるケースも見られる。たとえばゲイと肉体関係をもつ男性は妻やパートナー

に対して相手が男性であるという理由で自らの行為を正当化することもある(13)。またセ

クシーなダンスを行うパフォーマンスも従来のネガティブな要素であった売春などと

再び結びつくケースも見られる。こうしたジェンダーやセクシュアリティに関する行き

過ぎた解釈や表現方法に対しても社会的な様々な批判が見られる。 

人々はこうした様々な情報やメディア表現を通して、望ましい女性性や男性性のあり

方を含む多様なジェンダーやセクシュアリティのあり方についての規範を形成してい

く。ポピュラーカルチャーにおけるジェンダーやセクシュアリティの表現は、身体性、

メディア表象、イデオロギーなどに関する様々な問題を投げかける。こうした表象や表

現をめぐる論争や批評の検討は、インドネシア社会が抱える階級、民族、宗教などの諸
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側面における価値観の相克やヘゲモニー闘争をより深く知ることにつながるだろう。 

 

 

謝辞：この論考で用いた映画「Madame Ｘ」の DVD をはじめ多くの視聴覚資料を心斎

橋「プランテーション」代表の丸橋基(まるはし もとい)氏よりご提供いただいた。ま

たそれらの内容についても示唆的なご教示をいただいた。ここに記して謝意を表します。 

 

注 

(1)これは後述する「政治的ホモフォビア political homophobia」の台頭の問題(Boelstorff 

2004: 470)なども含む。 

(2)田子内は、ダンドゥットの音楽的特徴がほぼ固まった時期を 60-70 年代始めとしてお

り、ダンドゥットという用語が使用され始めたのもこの頃だとしている(田子内 2006: 

172)) 

(3)映像資料 http://www.youtube.com/watch?v=MWyTf6_LaWg (最終アクセス日2011年9月

4 日)映像のタイトルは、Inul Daratista-Anoman Obong-となっている。 

(4)ワイントローブも、イヌルの出身地の東ジャワの芸能タユバンを例にしてタユバンの

上演とイヌルの上演との類似性を指摘している Weintraub 2010: 191) 

(5)ただしこれは場所や時代によっても状況が異なっている。ジャワ島西部チルボンでは

村によっては影絵や人形劇や舞踊がタブーとされてきた地域もあった。また近年では、

露出度の高い舞踊の衣装を着る際に長袖のレオタードなどを着てからこれらの衣装

をつける場合も見られる。また髪の毛の露出を避けるという意味で頭にも薄いヴェー

ルをかぶった上で舞踊の髪飾りをつけるケースもある。 

(6)インドネシア国内のダンドゥット歌手でもエフィ・タマラのような有名な歌手が 90

年代以降ステージ上でダンスを踊らないと宣言し、ジルバッブというスカーフをかぶ

って舞台に登場するという事例もある(田子内 2006: 175, Weintraub 2010: 27)。 

(7)1975 年に発表された「ダンドゥット Dangdut」という曲の中に「竹のスリン(笛)とス

イギュウの革のグンダン(太鼓)」という歌詞が見られることからも、この楽器編成の

特徴を知ることができる。 

(8)これらのレパートリーの中では女性歌手とのデュエットも多く見られる。 

(9)論争後のイヌルの活動は、「地方の田舎出身の」歌手というレッテルを変えつつある

ようだ。ヘルヤントは、論争後に行われたテレビ放送での上演を評して、彼女のサバ

ルタンとしての攪乱的パワーを剥ぎ取られて、イヌルの地位がアップグレードした(あ

るいは「してしまった?」)と分析する(Heryanto 2008: 20-31)。また、近年はイスラーム・

ファッションに身を包み宗教歌謡を歌う CD のリリースも行っている。 

(10)この他にも上野は、遊ぶ金欲しさに援助交際を繰り返すジャカルタの女子校生を描

いた 2004 年の Virgin (ハニー・サプトラ監督) を取り上げて、貞操というインドネシ
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アでの根強い伝統的価値観と消費文化が後押しする都市部の若者の問題を指摘して

いる(上野 2006: 179-180)。 

(11)インドネシアには武術舞踊シラット silat があるが、このレンゴックと呼ばれる舞踊

は伝統的ジャンルとしては存在せず映画のために新たに考案された舞踊である。 

(12)変身の台詞 Dengan kekuatan bulan, akan memukulmu!!は、インドネシアでも大流行し

た日本のアニメ、美少女戦士セーラームーンの「月に代わっておしおきよ」の借用で

ある。 

(13)ダンはマレーシアにおける同様の事例を報告している(Dan 2011: 153)。 
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Considering Femininity and Masculinity: 
Gender and Sexuality in Indonesian Popular Culture 

 

Madoka FUKUOKA 

                                                       

 This paper focuses on the concepts of femininity and masculinity in Indonesia through the 

analysis of a few case studies in popular culture. The representation of femininity and 

masculinity in the field of popular culture is important because discussion, criticism, and 

controversy related to this topic directly affect the concept of gender and sexuality in 

Indonesian society. 

  One must also consider ideas about gender and sexuality in Indonesia as it pertains to 

religion, especially Islam. Although there are many religions and belief systems in Indonesia, 

the Muslim population in this country is the largest in the world. Much debate about gender 

and sexuality has arisen in relation to the concept of religious “piety” or “morality” in Islam. 

 Since the resignation of Suharto in 1998, diverse subjects related to gender imagery or 

sexuality have received great attention in Indonesia, and criticism and debate about these 

subjects or discussions related to them continue. 

 In this paper, I discuss two particular cases: the famous Inul controversy in dangdut music 

in 2003, and a recent 2010 film titled “Madame X”. Using these case studies, I consider the 

representations and receptions of femininity and masculinity in post-authoritarian Indonesia.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


